
【精度管理表】

管理血清の表示値を入力する。

ＣＶ（％）欄に入っている許容誤差限界値より、ＳＤの値が自動的に計算される。

ＬＬ欄には、表示値からＳＤを引いた値が表示される。

ＨＬ欄には、表示値にＳＤを加えた値が表示される。

【週間管理表】

精度管理表と同じ計算式が入っている。

管理血清の表示値を入力する。

ＣＶ（％）欄に入っている許容誤差限界値より、ＳＤの値が自動的に計算される。

ＬＬ欄には、表示値からＳＤを引いた値が表示される。

ＨＬ欄には、表示値にＳＤを加えた値が表示される。

【Xbar-Rs-R管理図】

① グラフを作成する項目に対するY軸の目盛を設定する。
② 毎月の準備
③ 毎日の入力

① グラフを作成する項目に対するY軸の目盛を設定する。
（項目ごとの雛型を作っておくと便利）
Ｙ軸目盛は、管理血清の表示値が変わるごとに設定を変更する。

管理血清の表示値と許容誤差限界値（ＣＶ（％））を入力する。

LL 表示値 HL SD CV(%) Ｒｓbar Ｒbar
0 0 0 0.00 0.00
0 0 0 1
0 0 0 2 UCL UCL
0 0 0 3 0.00 0.00
0 0 0 4



Ｘｂａｒ管理図

±１ＳＤから±（ＳＤ×４）までの値が計算される。

Ｘｂａｒのグラフで
Ｙ軸の上で右クリックして 軸の書式設定 → 目盛

最小値 に ＳＤ×４のＬＬの値を入力する。
最大値 に ＳＤ×４のＨＬの値を入力する。
目盛間隔 に ＳＤの値を入力する。

値を入力したところは 自動の レ をはずすこと。

Ｒｓ管理図

Ｒｓｂａｒ と ＵＣＬ の値が計算される。

Ｒｓのグラフで
Ｙ軸の上で右クリックして 軸の書式設定 → 目盛

最小値 に ０を入力する。
最大値 に ＵＣＬの値を入力する。
目盛間隔 に Ｒｓｂａｒの値を入力する。

値を入力したところは 自動の レ をはずすこと。



Ｒ管理図

Ｒｂａｒ と ＵＣＬ の値が計算される。

Ｒのグラフで
Ｙ軸の上で右クリックして 軸の書式設定 → 目盛

最小値 に ０を入力する。
最大値 に ＵＣＬの値を入力する。
目盛間隔 に Ｒｂａｒの値を入力する。

値を入力したところは 自動の レ をはずすこと。

② 毎月の準備
雛型をコピーし、曜日を入力する。
日曜・祝日など管理血清の測定をしない日は、
Ｘｂａｒ、Ｒｓ、Ｒ のセルの中にある式を削除しておく。

③ 毎日の入力
１回目と２回目の測定値を入力する。
２回目の測定ができなかった日は、Ｒを値を削除する。
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